
炉型化し,その中でニホソザルが食物として利用してい

るものの和夫耶nT武を比校映対した.

その紙黙,紋らの出,B現暁が並烈引rlから亜卿榊こわた

っているのにもかかわらず,彼らの主繋企物はほとんど

は恥キ;卜･拍恥･1;7密封のみによって耶成されていることが

[朗らかになった.また,主要食物として利JT]されている

糊紐の分-/rfを,琉球列島･朝鮮半島南部および北部につ

いて調べてみると,これらの大部分が朝鮮半島両部にも

分布しており,主要食物の種摂組成と朝鮮半島南部のフ

ローラの理研組成との共通性が著しく強調されることも

判明した｡

これらの和実にもとづいて,ニホソザルが今日の分布

をとるに至った過程について,次のような一つの仮説の

投出を試みた.すなわち,ニホソザルの祖先は,彰も机世

中期に (仏井 1969)胡帥半f77両部のフローラとよく似

た唖研組成をもった地域を通って.四jJ'から日本列応の
暖温珊～冷阻符へ分布をひろげたのであろう｡ニホソザ

ルの分布が良久CJより何へひろがらなかったのは,トカ

ラ海峡の放終的成立が眺秋世前期(KAXEZ,inMJNATOet
al.1965)で.彼らの到達以前であったことによって説明

されるOまた,沖軽氾峡の成終的成立は1万8,CKX)-177

7,000fF･前 (洪 1970)のウルム氷期のマキシマムIP後

であり,現在の海峡にあたる地域一首榊ま亜寒村針井田林

におおわれていた (中村 1967)Oその当時は, ニホソ

ザルの分布の北限が,現在よりもかなり梢にさがってい

たため.彼らは北湖辺まで分和をひろげろことができな

かったのではたかろうか｡

ニホンザルを主としたマカク屑サルの血

液蛋白変異の検出

石本 剛- (三正大 ･医)

マカク各種問およびニホソザルの群れ間の退伝的耶戊

の差異を見出すことを目的として,変異研究部門で拝聴

保存された血液試料を対象に赤血球甜菜の電気泳動によ

る変穴分析を試みた｡まず,各種11カク試料約100例を

用いて10Fh以上の酢窮形門を検査し,特異な結果の見出
された形Ttについてさらに例数を増して枚討を加えた｡

本年皮の研兜で新たに見出された主たる成果は次の3現

である｡

1) イソクエソ恨脱水苅彬窮(NADP-dependentiso･

citricdehydrogenLISe;ICD)に多型の存在すること.

ヒトの赤血球 ICr)に叩純な迫伝を示す数机変yti犯が

出現柳皮は柿であるが7(-･在することが収近稚岱されてい

る｡ニホソザルのICDを祝賀!すると14g!以上の郡爪田

からえた680例の釈料はすべて同一のホモ搾分裂現型と

推定されるIit-酵素成分のみがみられ.この帆E･]はべニ

ガオザルにもEPL.,められた｡-A))',アカゲザル,とくに中

国産のサルは認しく変bTt･性に'LiTみ,3冊の対立氾伝子な

想定させる6租裂呪丑Tiが同起された.タイワソザルJt''よ
ぴフィt)ピソ続を除くカニクイザルにもICD 多型は31Ll

山されたが,ブタオザル,ポソネットザルはニホソザル

とは別和のホモ接分封呪IP.のみがみられた.

･1カクICDに数租サルで三洋しい租lJl'A'Fもが'll･在する

とともに,マカタ郡関で全くタもなる池伝IT･が聞出する仰

向が新著に認められることは,今校･1カク相.L;】の系統凹

係の分析に有効な形質であることを示唆している.

2) ニホソザルに変ダG･(タも一隅)-モクpti'ソ (hcmo･
globin;Hb)の存在すること｡

さまざまな赤血球酵-諺;-故山過程で,偶然ニホソザルに

他種11カタにこれまで認められていない変穴HlIが見山

されたoそれは r伊沢｣の群れからえた36例の血統訳村

中9例に認められたもので,アルカ1)性dlで通常のマカ

クHbよりより映M.伸こ泳動するHbであった｡この変

只Hbは'-I;曳泳gul的にカニクイザルの穴'TTT,'Hbの1税で.

試合化する性王てな和するllbPと区別できないが,ゲル

炉過等{･分子皿は迅仰のヤカクHbに机似することな確

かめているので.マカタの研しい兜yHIbと批起され,

現在Hb分子の分析を行ないつつある｡ニホソザルのHl,

変異はこれまでjYL;fE;･ら,および弛河ら (TTEl･15iT=皮共同利

用研究)の数百例の映衣で全く見山されなかったもの

で,ニホソザルの地域公田によってその郡.れの迫伝的fJ'L!
戊が他と新しくタもなる均分のあることな示唆している｡

成近庄武 (引火 ･D.r<研)らは,上り位郷IEながら ｢氾

河原｣の群れに同一Hb変夕与の1(-1在な見山しているので.

この形矧ま一部ニホソザル群れrLqの関連について布効な

標識因子となることが-T･糾される.

3) グアユル恨キナ一･tZ(guanylatekinase;GK)多型
の発見｡

酵素GKはその故山法は確立されたが,未だヒトを含

む各種動物で迫伝変穴の存在は報告されていない｡-7カ

クGKを調べると,その花気泳動バクーソからおそらく別

筒の2退伝子在位の支配をうけると想定されるisozyme

が分離されるとともに,その1匹位に日数の対立迫伝子

の存在を仮定するとよく説明しうる彬窮′tクーソの差穴

を検出したOこれまで5∝)例をこえる試料でこのGK変

穴はニホソザルを含む各唖11カクに普遍的で,ニホソザ

ルでも郡れ問で衷現型分和が常しく異なる特徴をもつこ

とが理解された｡GK変穴の迫伝性を確認するため和子

釈料のcheckがいそがれるが, この形田はマカクの棚

閃,および同和Vjでも郡れ問の関連について調査する上
で和力な手段となることがNl持される｡

以上の各項目は各々さらに･L"･千の検討な経て近口中に

印刷報JB'･される-7,定である.

一･33-


